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男女の賃金差異の公表に向けて一層の取組 
～独自リーフレットで「企業トップによる発信」を呼び掛け～ 

 

 

 

令和４年７月８日付け改正女性活躍推進法施行規則により、301 人以上の労働者を雇用して

いる企業に対し、「男女の賃金の差異」の公表が義務付けられました。公表については企業の事

業年度終了後概ね３か月以内に前年度の状況を公表することとしています。多くの企業で３月

末に事業年度が終了することから、愛知労働局独自リーフレットを作成し、企業規模に関わらず

広く対応を呼び掛けて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付資料 

１）リーフレット「女性活躍推進法に基づく男女の賃金の差異に関する情報公表を行いましょ

う！」 

令和５年３月３０日（木） 

【照会先】 

雇用環境・均等部指導課 

課 長  山口英俊 

課 長 補 佐  武  聡太 

（電 話） ０５２－８５７－０３１２ 

 

Press Release 

＜ポイント＞ 

「男女の賃金の差異」の公表の意義は、公表をきっかけに各企業が「差異」の要因分析を行

い、女性活躍推進に向けての「気づき」を得ていただくことにあります。その数値の大小に終

始することなく、女性活躍推進の取組へと積極的につなげていただくことが重要です。 

＜愛知労働局の取組＞ 

① 上記の趣旨を踏まえ、愛知労働局独自リーフレット「女性活躍推進法に基づく男女の賃金

の差異に関する情報公表を行いましょう！」を作成しました。 

② 特に女性活躍を進めるために企業トップのリーダーシップによる取組が重要であることか

ら、企業トップによる発信を呼び掛けます。 

愛知労働局では、②のリーフレットを、愛知県内 301人以上規模の企業約 1200社に対し送

付し、対応を促すとともに、管内労働基準監督署及び公共職業安定所、関係団体あて送付し周

知協力を依頼しました。 



公表イメージ

お問い合わせ
愛知労働局雇用環境・均等部指導課

電話 ０５２－８５７－０３１２（平日：8：30～17：15）

女性活躍推進法に基づく

男女の賃金の差異の情報公表を行いましょう！

対象期間：令和●事業年度（令和●年●月●日から令和●年●月●日まで）
賃 金：●●手当を除く

男性の「平均年間賃金」に対する女性の「平均年間賃金」
の「割合」を、３つの区分に分けて公表します。

＜留意点＞
○小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで必ず表示してください。
○該当者が存在しない区分については、必ず「－」を記載してください。
○総賃金には、賃金、給料、手当、賞与その他名称の如何を問わず、労働の対償として使用者が労働
者に支払うすべてのものをいいます。

○ただし、退職手当は、年度を超える労務の対価という性格を有することから、また、通勤手当は、
経費の実費弁償という性格を有することから、除外することができます。

○人員数は１か月あたりの平均人員数を算出する、年間を通して人員の変動がほとんどない場合は、
特定の月の人員数を用いるなどが考えられますが、対外的に説明可能な適切な数え方を採用してく
ださい。

◯パート労働者について、正規雇用労働者の所定労働時間等の労働時間を参考として、人員数を換算
している場合には、労働時間を基に換算している旨を重要事項として必ず注記してください。

◯公表が義務付けられている場合は、上記の方法により算出しなければなりません。

区 分 男女の賃金の差異

全労働者 XX.X％

正社員 YY.Y％

パート・有期社員 ZZ.Z％

区分ごとに、以下の算式で、「平均年間賃金」と「割合」を算出します。

●常用労働者数３０１人以上の事業主は義務、３００人以下は努力義務です。
●令和４年７月８日以降、事業年度が終了する毎に、速やかに（概ね３か月以内に）公表することが必要です。

公表イメージと計算方法

女性の総賃金÷女性の人員数＝女性の平均年間賃金

男性の総賃金÷男性の人員数＝男性の平均年間賃金
＝男女の賃金の差異✖️100



公表の方法

◎厚生労働省が運営するウェブサイト「女性の活躍推進企業データベース」を利用しての公表
をおすすめします。

女性の活躍推進企業データベース

要因分析に使用する指標（例）
●正社員、パート、有期社員等にお
ける、それぞれの男女の割合
●新規採用者に占める女性の割合
●管理職に占める女性の割合
●出産後も就業継続した女性の割合
●昇進ルールの男女の違いの有無
●正社員登用制度の有無
●女性の管理職昇進への意識
●関連する教育・訓練の実施状況
●育児休業制度の活用状況

など

女性活躍に向けての取組（例）
●女性採用活動の強化
●同一労働同一賃金の徹底
●女性の就業範囲の拡大
●管理職昇進に向けての啓発研修
●アンコンシャスバイアス（女性は管理
職に向いていない、女性は育児に専念
すべきだ等）解消に向けての社員教育
●昇進基準の見直しや正社員登用制度の
開設
●育児休業を取得しやすい環境づくり

など

注釈・説明

「注釈・説明」欄が用意されています

男女の賃金の差異は、雇用管理（男女の募集・採用、配置・昇
進、教育訓練等）における男女差の結果の現れです。差異が生
じている要因を分析しましょう。そして「注釈・説明欄」を活
用して、分析結果を公表し数字の背景を明らかにするととも
に、女性活躍に取り組んでいる旨もアピールしましょう！

※自社のウェブサイト等で公表いただいても結構です。

要因分析のすすめ

企業トップが発信しましょう！

女性活躍を組織として取り組む旨のコンセンサ
スを得て、推進することが効果的です！

企業トップ自らが現状を認識し、取り組みの必
要性・方向性を発信しましょう！

企業トップからメッセージを発信し、全社的に
取り組みを進めましょう！

社長メッセージ
□□□□□□□□
□□□□□□□□
□□□□□□□□
□□□□□□□□
□□□□□□□

代表取締役
○○○○

男女の賃金格差の公表を女性活躍を進めるためのチャンスに！


